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 フェノール酸化酵素はフェノール性化合物を酸化してメラニン色素の生成を触媒する酵素で、チロシ

ナーゼとも呼ばれます。キイロショウジョウバエのフェノール酸化酵素は in vivo では前駆体のプロフェ

ノール酸化酵素として折りたたまて（フォールディング）存在し、セリンプロテアーゼの限定分解に 

より不可逆的に活性化（アンフォールディング）されます。一方 in vitro では２－プロパノールなどに 

より可逆的に活性化（リフォールディングされます。 

 

 キイロショウジョウバエのプロフェノール酸化酵素の精製標品について、KCL と NaCL の異なる濃

度のイオンを加えた場合の高次構造を電気泳動法とカラムクロマトグラフィー法で定性、定量分析しま

した。 

 本共同研究によって、キイロショウジョウバエの前駆体プロフェノール酸化酵素と活性型フェノール

酸化酵素の高次構造につきまして２－プロパノールをキーワードとして検討する機会を与えて頂きまし

たことは、今後の酵素蛋白質の構造機能相関や構造生物学的研究の励みになると確信しています。 

 電気泳動における移動度の遺伝的変異個体を利用して、in vitro における 両塩基の濃度を 20mM と

290mM に調製し透析によって濃度を変換するとそれぞれモノマー、ダイマーに可逆的に変換しました。 

本酵素は、in vivo ではホモダイマーとして存在いています。これらの実験データを再確認致しました。 

 

蛋白質科学会（新潟）で後藤先生と高橋先生（東北大）が開催されました「アジア太平洋地域におけ

る蛋白質科学の連携」（新潟市）に出席して研鑚を深めました。 
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